
９月は認知症月間です

「認知症」になっても、
住み慣れた地域で、

当たり前に、ともに生きていく

 港区でも高齢化が進み、
区民の３割近くが65歳以上
となりました。認知症と
診断される方も年々増加
傾向にあり、認知症は決
して特別な病気ではなく
なっています。

記事 注
この

に 目記事 注
この

に 目

詳しくは4面ヘ

認知症を抱えるAさんの気持ち

地域のつながりの中で希望をあきらめなくても良い社会へ

人と話すよりも、今はひ
とりで過ごしたい。その
反面、ひとりでいるのが
寂しいときもある。

矛盾してるけど、誰か
に声をかけてもらうの
は嬉しい。

同じことを言って
いると言われるこ
とがある。そう言
われると傷つく。

誰かに頼らないといけない
のかな･･･とも思うけど、
まだ人に頼りたくないという
気持ちもある。

認知症になっても、
好きなことを諦めない

Aさんはかつて時間があれば映画を観に行くほど映画
好きでしたが「帰りに道がわからなくなって、周りの人に
迷惑をかけたら申し訳ない、道を聞いて嫌な態度を
されたら腹が立つ」などの理由で映画館から遠ざかって
いました。
近所の地域見守りネットワーク委員が「帰り道がわから
なくなる心配もない地域で開催される上映会に参加し
てみては？」と案内し、地域で暮らす認知症の方を支援す
る“みなとオレンジチーム”のメンバーと一緒に上映会へ
向かうことができました。

みなさんに
知ってほしい !

認知症への理解を深めるためにお店の
方向けのリーフレットを新たに作成しま
した。もし、「認知症かな？」「困ってい
らっしゃるのかな？」と気になる方がおら
れましたら“みなとオレンジチーム”など
の相談窓口までご連絡ください。

～お店の方へ～ 認知症対応のポイント 困っている方はいませんか？もしかしたら、認知症かも？

リーフレットをご希望の方は、「みなとオレンジチーム」までお問合せください。

みなとオレンジチーム（認知症初期集中支援チーム）
　池島1-1-18（港区南部地域包括支援センター内）
　G6536-8198  H6536-8172
保健福祉課 G6576-9857  H6572-9514
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区の面積：7.86㎢　区の人口：80,231人（男 39,043人 女 41,188人）前月比＋143人　区の世帯数：44,643世帯 前月比＋214世帯（2024年8月1日現在推計）
「広報みなと」は50,000部発行し、１部あたりの発行単価（配布費用含む）は約29円です（そのうち約4円を広告収入で賄っています）。 
この広報紙は再生紙を使用しています。  @minatokuyakusyo  LINE@osakacity

区のHP▶ 1

広報みなと 未来と世界にひらくまち・港区

9 月号
No.340

令和6年  2024年

大阪・関西万博
公式キャラクター

ミャクミャク
©Expo 2025

港区役所はSDGsを推進しています

ヒマワリ サクラ港区の花

「広報紙（広報みなと）をEnglish
（英語）、中文簡体（中国語簡体
字）、한글（ハングル）で閲覧で
きます」
※機械翻訳のため、翻訳された文章
　は必ずしも正確ではありません


